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2度の海外経験で、課題と向き合い、解決へ導く力を育てる。

世界に広がる多様な現実に直接ふれ、社会課題を自らの目で見て、肌で感じる。
グローバル・リベラルアーツ（GLA）学部では、全学生が 必修で２回の海外経験に挑み、
異なる文化や 価値観が 交錯する環境で、学びを深めていきます。

現地での体験は、単なる知識の習得ではなく、
「なぜこの課題が 生まれるのか」という問いを立て、
自ら調べ、仮説を立て、検証していく思考プロセスを磨く場となります。

世界の課題を多角的に捉え、解決策を構想する力を育む。
それが、GLA学部が 大切にしている学びの姿です。

入学した直後の6カ月「グローバル・チャレンジ・ターム」の
大きな柱である、全学生が必修の海外スタディ・ツアー。
海外研修先はリトアニア、インド、マレーシア・ボルネオ、エ
ル サレム。貧困と格差、戦争と平和、宗教と民族といった
テーマをもとに研修先を決め、現地で暮らす人々とふれ合
い、話し合い、多様な価値観を感じ、自分が進むべき道を見
つける機会となります。

歴史理解／対立・紛争・
連帯／その他

リトアニア
【留学先大学】
国立ヴィータウタスマグヌス大学

エストニア、ラトヴィアと共に
バルト3国の一つ。第2次世
界大戦時にはソヴィエト連邦
への編入やナチス・ドイツの
占領を受けた歴史を持つ都
市で、世界平和の実現に向
けた取り組みなどを学ぶ。

人 道

宗教／多文化共生／
その他

マレーシア・ボルネオ
【留学先大学】
スウィンバーン工科大学

他民族・他宗教国家として、
多様な価値観と文化が融合
しているマレーシア。生物多
様性が特徴のボルネオ島
の熱帯雨林で、「開発とサス
テナビリティの両立」につい
て学習する。

サステナビリティ
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宗教／多様性／
その他

インド
【留学先大学】
シンバイオシス国際大学

IT大国として経済が急速に
成長している一方で、深刻
な貧困などの問題を抱えて
いるインド。多様性や教育
格差を肌感覚で理解しなが
ら、「貧困と格差」や「多文
化共生」について学習する。

多文化共生

歴史理解／人道と支援／
その他

エルサレム※

【留学先大学】
国立ヘブライ大学

過去幾多の迫害にあったユ
ダヤ人が建国したイスラエ
ルの中心地であり、同時に
ユダヤ教、キリスト教、イス
ラーム教の聖地。「宗教の多
様性」や歴史、「人道支援の
現状」を深く学ぶ。

宗 教

※社会情勢の影響により派遣中止中

この体験は、きっとあなたの人生観を大きく変える

海外スタディ・ツアー
1回目の海外経験

Study Abroad

S t u d e n t ’ s  v o i c e

グローバル・リベラルアーツ学部　2年

（埼玉県私立自由の森学園高等学校 出身）
木村 友さん

留学を機に変化した平和の概念
国際関係を学び、対立原因を問う

　留学前、リトアニア駐日大使から「平和は“守る”もの」と伺い、平
和は“願う”ものだと思い込んでいた私は強い衝撃を受けました。留
学中もその衝撃が忘れられず、現地大学生に聞いてみたところ、そ
の人の答えも平和は“守る”ものでした。自分と同世代の人が平和
を自分事として捉えており、平和に対する重みの違いを実感する出
来事でした。この経験から平和の概念に対する認識が変化しただ

けではなく、国際関係学への興味も湧きました。紛争や戦争の根本
原因は、人が譲れない部分における齟齬から生じる対立にあるの
ではないか、そして、もしその部分を互いに尊重することができれ
ば、平和につながるのではないかと考えるようになりました。こうし
た問いは自分一人では思いつかなかった視点であり、留学の大き
な成果であると感じています。
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※今後、当該大学の学費改定や、為替レート、物価上昇などにより変動が想定されます。なお、SUNYの一部のキャンパスでは全員に一定額の奨学金が支給されており、上記の
費用はそれを控除した額ですが、この措置は、今後、当該キャンパスの方針で変更が生ずる場合があります。

3年次後期には、全学生が留学し、現地の学生と共に学びます。海外スタディ・ツアーや1・2年次の学びを通して見つけ
た自分の研究テーマを、さらに深めたり、幅を広げたりすることができる大学を選ぶことになります。どの大学も学生数
が本学と同規模で、教員と学生、学生間の距離が近く、留学生の受け入れや対応もきめ細かに行われています。
これまでアメリカ・ニューヨーク州立大学（SUNY）への留学を基本としていましたが、新たな留学先が拡充します。
SUNYへの留学チャンスはそのまま、2026年度から韓国、リトアニア、マレーシア、フィリピンの4大学が追加となります。

SUNY Korea
《韓国》
ニューヨーク州立大学韓国校

Vytautas Magnus University
《リトアニア》
ヴィータウタス・マグヌス大学

Swinburne University of 
Technology, Sarawak

《マレーシア》
スウィンバーン工科大学サラワク校

Lapulapu-Cebu International 
College

《フィリピン》
ラプラプ・セブ国際大学

SUNY Fredonia
ニューヨーク州最西部、エリー湖畔
特色ある分野：環境問題／多民族
研究

SUNY Geneseo
ニューヨーク州西部
特色ある分野：戦争・平和研究／宗
教学／都市問題

SUNY Cortland
ニューヨーク州中部
特色ある分野：平和研究／国際関係
学／歴史学

SUNY Oswego
ニューヨーク州中央部北西
特色ある分野：女性学・ジェンダー学 
／国際関係学 ／国際経済学

SUNY New Paltz
ニューヨーク州東部、ハドソン川流域
特色ある分野：政治学・国際関係論 
／ユダヤ研究／アジア研究／大学
入学準備課程併設（Pathway）

Purchase College
ニューヨーク州南部（ウェストチェスター）
特色ある分野：美術史学／環境問題 
／歴史学

SUNY Old Westbury
ニューヨーク州南部（ロングアイランド）
特色ある分野：移民と社会／哲学と
宗教／歴史学

SUNY Mohawk Valley
Community College
ニューヨーク州中央部
特色ある分野：ビジネス／人文学
／芸術

SUNY

見つけたテーマを深く、世界で読み解いていく

3年次後期の留学
2回目の海外経験

■必要な英語力スコアと留学費用のめやす

S t u d e n t ’ s  v o i c e

グローバル・リベラルアーツ学部　4年

（愛知県私立名古屋国際高等学校 出身）
森井 唯花さん

留学先の勉強と卒業研究の両立で
メンタルと自立学習の意識が成長

　私が留学先に選んだのはSUNYのCortlandです。現地で履修した5
科目のうち「Human Communication」が最も印象に残っています。内容
はアメリカの文化的背景や英語と中国語との言語比較などで、釜田ゼ
ミで社会言語学を学んでいた私には、とても興味深いものでした。
　留学期間が偶然にも卒業研究の調査期間と重なったことで、現地
学生にアンケートをとり、その結果を卒業研究に反映させようと思い

つきました。見知らぬ学生にアンケートを依頼するのは非常に緊張し
ましたが、諦めることなく無事にまとめられた時に達成感を得ることが
できました。半年の留学は私のメンタルを成長させ、自立学習の意識
も高まりました。卒業研究も「日本人とアメリカ人の大学生活で使用さ
れる依頼表現からみるコミュニケーションの違い」という論文にまとめ
ることができ、自分に自信がつきました。

英語スコア 留学費用
Duolingo TOEFL ITP 350 300 250 200 150 100 50万円

難

ー TOEFL 550〜

Duolingo 105〜
or TOEFL 550〜

ー

や
や
難

Duolingo 100〜 or TOEFL 530〜

標
準

Duolingo 90〜 or TOEFL 530〜

Duolingo 85〜 or TOEFL 500〜

語学基準なし

難

易

独自試験 or TOEFL61 or IELTS5.5

SUNY New Paltz 330万円

SUNY Fredonia 331万円

SUNY Geneseo 313万円

SUNY Korea 226万円

Swinburne 128万円

SUNY Old Westbury 322万円

SUNY Purchase 307万円

SUNY Oswego 285万円

SUNY Cortland 268万円

SUNY Mohawk Valley C.C. 201万円
community college

SUNY New Paltz/ESL 306万円
ESL

SUNY Korea/ESL 123万円
ESL

Lapulapu-Cebu/ESL
114万円

ESL

Lapulapu-Cebu 114万円

Vytautas Magnus
100万円

Study Abroad

The State Universityof New York　ニューヨーク州立大学

留学費用は概算の推計額で、現地で必要な費用は、「授業料」「授業料以外の大学が求める経費」「寮費・食費（寮が食事つきでない場合は一般的な食費）」、国内で必要な費用は、
「往復航空券代」「ビザ取得費用」「本学指定の海外傷害保険」を計上しています。アメリカ（SUNY）は1＄=150円、韓国は1₩=0.106円、リトアニアは1€=170円、マレーシアは
1リンギット=32円で換算。なお、フィリピンは全て円建てであるので為替変動の影響は受けません。
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Career

GLA学部で培った「問い続ける力」を
支えに、ジェンダー平等の達成をめざして
専門性を深めていきます

少人数制の環境で仲間と深く学べることに魅力を感じ、GLA
学部に入学しました。幅広い分野を学ぶ中で社会学に関心
を持ち、ゼミでは男性のジェンダー問題をテーマに卒業論文
に取り組みました。「当たり前を問い直す力」や「答えのない
問いに向き合う姿勢」を身につけられたことは、今の自分の
大きな土台になっています。現在はJICA海外協力隊として西
アフリカに赴任し、女性の自立支援事業に携わっています。
食品加工や農業に取り組む女性グループの活動を支え、収
入向上につながる支援を行っています。現地で生活を共に
しながら信頼関係を築く日々は、学びを実践へとつなげる貴
重な経験です。応募を決める際には、本学卒業生で協力隊
経験者の先輩の「人生の糧になる」という言葉に背中を押さ
れました。将来は大学院でジェンダーと開発分野をさらに学
び、国際協力の現場でジェンダー平等に貢献できる専門家
を目指したいと考えています。

（GLA学部 2025年卒）
大谷 翠さん

勤務先
JICA海外協力隊員・セネガル

GLAでの学びが、自分の視野と可能性を大きく広げる。
その力が、多様な進路や未来へとつながっていきます。

GLA学部で身につけた力を
大使館での実務に生かし、
海外で働く一歩を踏み出しました

ボスキャリで拓かれた私の望む未来。
グローバル政治を注視しながら
生産活動の効率向上に努めています

GLA学部で育んだ対話力と幅広い
学びを原動力に、社会を支える仕事へ
前向きに挑戦しています

神田外語大学には「英語を学ぶ」のではなく「英語で学ぶ」
授業があり、留学制度も充実しています。幼い頃から外交官
に憧れ、ここでなら夢に近づけると感じてGLA学部へ進学
しました。入学後に外務省在外公館派遣員制度を知り、大
使館で働く機会だと思い志望。派遣先の在バーレーン王国
日本国大使館では事務業務を担当し、出張手配や生活支
援、広報イベントの運営など幅広い業務に携わりました。
特に印象深いのは、大阪・関西万博2025関連イベントです。
赴任直後ながらゲスト対応や撮影同行を任され、周囲の
支えの中でやり遂げました。大使館の仕事には地道な調
整や確認も多く、日本の印象を左右する責任の重さも実感
しました。現地スタッフと協働しながら英語で円滑に伝え
る力は、GLAで培った大きな財産です。この経験を通して、
今後も海外と関わる環境で働きたいという思いが一層強ま
りました。

情報通信メーカーで電子機器の生産管理部社員として、生産
活動の効率向上を目標に、顧客ニーズを予測しながら在庫や
コストを管理しています。当社の活動拠点は世界各地にある
ため、商品の生産や物流に大きく影響する中東情勢には継続
的な注視が必要です。こうしたグローバル政治に対する理解
や知識には、GLA学部の4年間で培った多角的で柔軟な思考
力と、海外スタディ・ツアーで訪れたエルサレムでの経験が生
きています。当社に就職したきっかけは、3年次のアメリカ留学
中に参加したボスキャリ※でした。ボスキャリでの就職活動は
競争率が圧倒的に低いと聞いて絶好のチャンスだと思い、事
前の自己分析で把握しておいた自身の強みをアピールしまし
た。結果として、私を「グローバルで活躍できる人材」と評価して
いただけた企業に入社でき、自分が思い描いた社会人生活
を送れています。採用してくださった方々の期待に沿えるよう、

「毎日が挑戦！」と姿勢を正して業務に臨んでいます。

建設コンサルタント会社の営業職として、主に自治体をはじめ
とした官公庁向けの公共インフラやまちづくりの提案に携わっ
ています。営業の仕事は、提案・積算・入札などの受注活動
だけでなく、戦略立案や顧客対応、リスク管理、契約後の業務
マネジメントまで幅広く担っています。現在は先輩社員に同行
し、課題のヒアリングや提案手法を実践的に学んでいます。
GLA学部で環境問題や生物多様性を学んだ経験は、環境保
全とインフラ整備の両立を考えるこの仕事への関心につなが
りました。ゼミ活動で培った対話力や、自分の考えを整理して
伝える力は営業の現場でも役立っています。留学で身につけ
た主体性も、お客様との信頼関係づくりに生きています。専攻
とは異なる分野で働く今も、GLA学部での幅広い学びが新し
い知識の吸収を支えています。多様な価値観に触れながら物
事を多角的に考える力は、地域ごとの課題やニーズを理解し、
最適な提案を行ううえで大きな強みになっています。

（GLA学部4年）
友近 菜那さん

勤務先
在バーレーン王国日本国大使館

企  業

企  業海外協力隊員

外務省在外公館派遣員

（GLA学部 2026年卒）
奥村 彩夏さん

勤務先
株式会社フジクラ
生産管理部
事務系総合職

（GLA学部 2026年卒）
北方 渉さん

勤務先
株式会社 建設技術研究所 
東京本社営業部東京事務所

※「ボストン・キャリア・フォーラム」の略称。毎年秋に米国ボストンで開催される日英バイリンガルを対象とした世界最大級の就職イベント。

敬愛学園高等学校出身

東京都立狛江高等学校出身

美濃加茂高等学校出身
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グローバル・リベラルアーツ学部 学納金額

1年次 2年次 長期留学年次 4年次 計

入学金 ¥200,000 ー ー ー ¥200,000

授業料 ¥1,160,000 ¥1,160,000 ¥580,000※ ¥1,160,000 ¥4,060,000

留学管理料 ー ー ¥50,000※ ー ¥50,000

教育充実費 ¥350,000 ¥430,000 ¥430,000   ¥430,000 ¥1,640,000

学友会費 ¥5,000 ¥5,000 ¥5,000 ¥5,000 ¥20,000

いしずゑ会費 ¥10,000 ¥10,000 ¥10,000 ¥10,000 ¥40,000

計 ¥1,725,000 ¥1,605,000 ¥1,075,000 ¥1,605,000 ¥6,010,000
※３年次には全員１学期間の長期留学を行います。留学期間に相当する３年次後期の本学部の授業料（580,000 円）は免除となりますが、留学管理料として50,000 円の
納入が必要となります。この他に、留学のための費用がかかります。渡航先により異なりますが、留学先に納入する学費・滞在費・保険料等で最大22,000アメリカドル、ビザ取得・
渡航にかかる費用・海外留学保険料・サポート費用等として最大500,000 円かかる見込みです。なお、これらの費用は物価や為替レートの変動、留学先大学の規定変更
等により、変わる可能性があります。

学 費・奨 学 金

海外スタディ・ツアー費用支援制度

グローバル・リベラルアーツ学部 独自の奨学金

1年次の海外スタディ・ツアーの費用を全額負担
GLA学部での学びにおいて極めて重要な位置づけである「海外スタディ・ツアー」（1年次前期）の留学費用（渡航費・現地授業料等）を 
神田外語大学が全額負担します。

※両方の奨学金を受給することはできません。

3年次後期の留学費用を支援
3年次後期の留学費用を支援します。
※一般選抜すべての入試区分において成績上位で合格し、入学した者が対象。内容が変更となる場合がありますので、本学ウェブサイトをご確認ください。

■入学前の奨学金 GLA Freshman Scholarship〈特待生スカラシップ〉
給付金額 最大2,000,000円／給付対象人数15名以内

Global Liberal Arts for Peaceの学びを支援
2年次修了時の成績優秀者に給付する奨学金です。今後も努力を続け、GLA学部のリーダー的な役割として活躍することを期
待して設置しています。

■入学後の奨学金 GLA Outstanding Student Scholarship 〈成績優秀者スカラシップ〉
給付金額 1,000,000円／給付対象人数6名以内株式会社ABI／株式会社アルティコ／イー・ギャランティ株式会社／イオンモール株式会社／イオンリテール株式会社／株式会社伊藤園／株式会社IDOM／株式会社

インター・ベル／株式会社インターファーム／株式会社Wiz／株式会社オープンハウスグループ／株式会社大谷山荘／株式会社絆助／株式会社ギークリー／空港ターミナル
サービス株式会社／株式会社グリフィン／株式会社クレディセゾン／株式会社建設技術研究所／コクサイエアロマリン株式会社／株式会社CIJネクスト／株式会社ジザイ／
株式会社シーネット／株式会社セキュア／ソシオークホールディングス株式会社／株式会社土屋鞄製造所／株式会社テイクアンドギヴ・ニーズ／東京海上日動システムズ株式
会社／株式会社ニトリ／ニッカ株式会社／NAAセーフティサポート株式会社／株式会社ネクステップ・ソリューションズ／パークタワーホテル株式会社／株式会社八十二銀
行／ハクゾウメディカル株式会社／羽田空港国際旅客サービス株式会社／株式会社ビッグ・エー／株式会社ビジネス、ガイド社／株式会社フジクラ／株式会社フォンス／
福井県大野市役所／ブルガリ・ジャパン株式会社／株式会社ブルックスブラザーズジャパン／株式会社マネジメントソリューションズ／丸紅ロジスティクス株式会社／株式
会社森ビルホスピタリティコーポレーション／株式会社ラウンドワンジャパン／レオン自動機株式会社／リゾートトラスト株式会社／株式会社西遊旅行／日鉄物産株式会社／
日本航空株式会社／株式会社JALスカイ／井関農機株式会社／国際自動車株式会社（kmグループ）／三菱ふそうトラック・バス株式会社／学校法人神戸学園／ANA

（全日本空輸株式会社）／ANAシステムズ株式会社／DXCテクノロジー・ジャパン株式会社／ECLエージェンシー株式会社／FPT Software Company Limited／H.I.S.ホテル
ホールディングス株式会社／株式会社GA technologies

主な内定先

Career

現地で見た社会課題とGLA学部での
経験が研究の原点になりました

漠 然としていた思いが、ここでの学びを
通して、確かな目標へと変わった

大学院で、フィリピンでの草の根フェアトレード活動が地域
へ与える影響を研究しています。大学1年次にフィリピンで参
加したインターンシップで、廃棄物などを再活用したフェアト
レードに出会ったことが研究の原点です。またインドでのス
タディ・ツアーでは、現地に足を運び、自分の目で見て学ぶ
大切さを実感。その後、神田外語大学内でフェアトレード推
進団体「IRIS」を立ち上げました。活動を続ける中で、現地の
仕組みや課題をもっと体系的に知りたいという思いが強く
なり、大学院進学を決めました。GLA学部では、経済、社会、
文化など多様な視点から課題を捉える力や、ディスカッショ
ンを通して本質的な問いを見つける力が身につきました。育
んだ主体性と行動力を生かし、将来は公平・公正な取引の
あり方を、ビジネスの現場で実践していきたいです。

入学前から国際協力や国際関係学に関心はありましたが、
具体的に深めたい分野は明確ではありませんでした。その
思いを具体化してくれたのがGLA学部での学びです。
講義を通して「紛争後社会における平和」に関心を持ち、
ボスニアや民族、歴史へと興味が広がりました。留学先の
SUNY Cortland校で国際関係論を履修し、ボスニア出身教
員の講演に触れたことで、平和構築の重要性と意義を強く
実感しました。卒業研究ではボスニア・ヘルツェゴヴィナの
平和構築をテーマに、国民と国際社会が関わる「ハイブリッ
ドな平和構築」の有効性を検討。現在は大学院でその関心
をさらに深め、修士論文に向けて研究に取り組んでいます。
問い続ける姿勢を大切に、平和構築に貢献する道を探り続
けたいと考えています。

大学院

大学院

（GLA学部 2026年卒）
中島クラレンズさん

所属
国際大学
国際関係学研究科 国際関係学専攻
国際開発学プログラム

（GLA学部 2025年卒）
四宮 結香さん

所属
青山学院大学
国際政治経済学研究科 国際政治学専攻
グローバルガバナンスコース

駒込高等学校出身

松蔭大学附属松蔭高等学校出身
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Curriculum

グローバル・リベラルアーツ学部の授業科目

［学科及び各科目群で定めた単位数］

グローバル・
リベラルアーツ学科

外
国
語
科
目

英語科目 27

選択外国語科目 2

GLA基礎科目 17

基
礎
教
養
科

目
A群 8

B群 6

専
門
教
養
科
目

Humanities（人間と文化）

14Societies（社会と共生）

Global Studies
（グローバル・スタディーズ）

留学科目 16

演
習
科
目

基礎演習 ３

講読演習 6

研究演習 12（卒業研究4単位含む）

自由選択科目 18

合計 129単位

外国語科目

授業科目の名称 履修
年次

必修
単位数

選択必修
単位数

選択
単位数

英
語
科
目

Academic Reading（a） 1 1
Academic Reading（b） 1 2
Academic Writing（a） 1 1
Academic Writing（b） 1 2
Academic Discussions & Presentations（a） 1 1
Academic Discussions & Presentations（b） 1 2
English for Global Discovery 1 2
Self-Directed Learning 1 1
TOEFL ITP 演習 1 1
Critical Reading （a） 2 2
Critical Reading （b） 2 2
Advanced Writing（a） 2 2
Advanced Writing（b） 2 2
English for GLA Ⅰ （Introduction to Global Issues） 2・3・4 2
English for GLA Ⅱ（Media Literacy） 2・3・4 2
English for GLA Ⅲ（Global Communication） 2・3・4 2
English for GLA Ⅳ（Peace Studies） 2・3・4 2
English for GLA Ⅴ（Sustainable Development Goals） 2・3・4 2

選
択
外
国
語
科
目

中国語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
中国語 Ⅰ（b） 2･4 2
スペイン語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
スペイン語 Ⅰ（b） 2･4 2
韓国語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
韓国語 Ⅰ（b） 2･4 2
フランス語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
フランス語 Ⅰ（b） 2･4 2
ドイツ語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
ドイツ語 Ⅰ（b） 2･4 2
ロシア語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
ロシア語 Ⅰ（b） 2･4 2
イタリア語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
イタリア語 Ⅰ（b） 2･4 2
アラビア語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
アラビア語 Ⅰ（b） 2･4 2
ポルトガル語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
ポルトガル語 Ⅰ（b） 2･4 2
ベトナム語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
ベトナム語 Ⅰ（b） 2･4 2
インドネシア語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
インドネシア語 Ⅰ（b） 2･4 2
タイ語 Ⅰ（a） 2･3･4 2
タイ語 Ⅰ（b） 2･4 2
中国語 Ⅱ（a） 3･4 1
中国語 Ⅱ（b） 4 1
スペイン語 Ⅱ（a） 3･4 1
スペイン語 Ⅱ（b） 4 1
韓国語 Ⅱ（a） 3･4 1
韓国語 Ⅱ（b） 4 1
フランス語 Ⅱ（a） 3･4 1
フランス語 Ⅱ（b） 4 1
ドイツ語 Ⅱ（a） 3･4 1
ドイツ語 Ⅱ（b） 4 1
ロシア語 Ⅱ（a） 3･4 1
ロシア語 Ⅱ（b） 4 1
イタリア語 Ⅱ（a） 3･4 1
イタリア語 Ⅱ（b） 4 1
アラビア語 Ⅱ（a） 3･4 1
アラビア語 Ⅱ（b） 4 1
ポルトガル語 Ⅱ（a） 3･4 1
ポルトガル語 Ⅱ（b） 4 1
ベトナム語 Ⅱ（a） 3･4 1
ベトナム語 Ⅱ（b） 4 1
インドネシア語 Ⅱ（a） 3･4 1
インドネシア語 Ⅱ（b） 4 1
タイ語 Ⅱ（a） 3･4 1
タイ語 Ⅱ（b） 4 1
中国語 Ⅲ（a） 4 1
中国語 Ⅲ（b） 4 1
スペイン語 Ⅲ（a） 4 1
スペイン語 Ⅲ（b） 4 1
韓国語 Ⅲ（a） 4 1
韓国語 Ⅲ（b） 4 1
フランス語 Ⅲ（a） 4 1
フランス語 Ⅲ（b） 4 1
ドイツ語 Ⅲ（a） 4 1
ドイツ語 Ⅲ（b） 4 1
イタリア語 Ⅲ（a） 4 1
イタリア語 Ⅲ（b） 4 1

GLA基礎科目

授業科目の名称 履修
年次

必修
単位数

選択必修
単位数

選択
単位数

グローバル・ディスカバリー Ⅰ 1 1
グローバル・ディスカバリー Ⅱ 1 1
グローバル・ディスカバリー（フィールドワーク） 1 4
グローバル・リベラルアーツ入門 Ⅰ 1 1
グローバル・リベラルアーツ入門 Ⅱ 1 2
グローバル・ヒストリーⅠ 1 2
グローバル・ヒストリーⅡ 2 2
キャリアデザイン（GLA） 2 2
グローバル・キャリア 3 2

基礎教養科目

授業科目の名称 履修
年次

必修
単位数

選択必修
単位数

選択
単位数

A
群

歴史学 Ⅰ 2・3・4 2
歴史学 Ⅱ 1・2・4 2
哲学 Ⅰ 2・3・4 2
哲学 Ⅱ 1・2・4 2
倫理学 Ⅰ 2・3・4 2
倫理学 Ⅱ 1・2・4 2
宗教学 Ⅰ 2・3・4 2
宗教学 Ⅱ 1・2・4 2
文学 Ⅰ 2・3・4 2
文学 Ⅱ 1・2・4 2
美術史学 Ⅰ 2・3・4 2
美術史学 Ⅱ 1・2・4 2
言語学 Ⅰ 2・3・4 2
言語学 Ⅱ 1・2・4 2
心理学 Ⅰ 2・3・4 2
心理学 Ⅱ 1・2・4 2
教育学 2・3・4 2
社会学 Ⅰ 2・3・4 2
社会学 Ⅱ 1・2・4 2
法学 Ⅰ 2・3・4 2
法学 Ⅱ 1・2・4 2
憲法 Ⅰ 2・3・4 2
憲法 Ⅱ 1・2・4 2
政治学 Ⅰ 2・3・4 2
政治学 Ⅱ 1・2・4 2
経済学 Ⅰ 2・3・4 2
経済学 Ⅱ 1・2・4 2
経営学 Ⅰ 2・3・4 2
経営学 Ⅱ 1・2・4 2
統計学 Ⅰ 2・3・4 2
統計学 Ⅱ 1・2・4 2
化学 Ⅰ 2・3・4 2
化学 Ⅱ 1・2・4 2
物理学 Ⅰ 2・3・4 2
物理学 Ⅱ 1・2・4 2
生物学 Ⅰ 2・3・4 2
生物学 Ⅱ 1・2・4 2
自然科学概論 Ⅰ 2・3・4 2
自然科学概論 Ⅱ 1・2・4 2

B
群

数的思考法 2・3・4 2
デジタル・シチズンシップ論 2・3・4 2
データ・サイエンス概論 2・4 2
コンピュータ・サイエンス概論 2・4 2
ビッグデータ解析論 3・4 2
エビデンスと評価 3・4 2

専門教養科目

授業科目の名称 履修
年次

必修
単位数

選択必修
単位数

選択
単位数Hum

anities

（
人
間
と
文
化
）

宗教文化論Ⅰ 2・3・4 2
宗教文化論Ⅱ 1・2・4 2
芸術文化論Ⅰ 1・2・4 2
芸術文化論Ⅱ 2・3・4 2
人間と文学 2・3・4 2
人間と思想 1・2・4 2
世界近現代史 1・2・4 2
文化人類学 1・2・4 2

Societies

（
社
会
と
共
生
）

共生社会論 2・3・4 2
社会と多様性Ⅰ 2・3・4 2
社会と多様性Ⅱ 1・2・4 2
社会とサステナビリティ 1・2・4 2
現代社会とイノベーション 2・3・4 2
Language, Culture and Communication 1・2・4 2
デジタル・メディアと社会 2・3・4 2
多文化共生コミュニケーション 1・2・4 2Global Studies

（
グ
ロ
ー
バ
ル・ス
タ
ディ
ー
ズ
）

グローバル・ガバナンスⅠ 2・3・4 2
グローバル・ガバナンスⅡ 1・2・4 2
地域とグローバル世界Ⅰ 2・3・4 2
地域とグローバル世界Ⅱ 1・2・4 2
グローバル平和論 2・3・4 2
国際法 1・2・4 2
Law and Institutions in Global Society 2・3・4 2
国際開発論 1・2・4 2

演習科目

授業科目の名称 履修
年次

必修
単位数

選択必修
単位数

選択
単位数

基
礎
演
習

アカデミック・スキルズⅠ 1 1

アカデミック・スキルズⅡ 1 2

講
読
演
習

講読（HUM）（宗教文化） 2・3・4 2

講読（HUM）（芸術文化） 2・4 2

講読（HUM）（文学／思想） 2・3・4 2

講読（HUM）（歴史） 2・3・4 2

講読（SOC）（社会と多様性） 2・4 2

講読（SOC）（社会とサステナビリティ） 2・3・4 2

講読（SOC）（現代社会とイノベーション） 2・4 2

講読（SOC）（多文化共生コミュニケーション） 2・3・4 2

講読（GS）（グローバル・ガバナンス） 2・3・4 2

講読（GS）（地域とグローバル世界） 2・3・4 2

講読（GS）（グローバル平和論） 2・4 2

研
究
演
習

研究演習Ⅰ 2 2

研究演習Ⅱ 3 2

研究演習Ⅲ 4 4

卒業研究

授業科目の名称 履修
年次

必修
単位数

選択必修
単位数

選択
単位数

卒業研究（キャップストーン・プロジェクト） 4 4

自由選択科目
TOEFL科目、TOEIC科目、時事英語、ビジネス英語、キャリア科目 他

卒業要件及び履修方法
１．所定の科目別単位数を修得し、129単位以上修得しなければなりません。英語科目：27単位、選
択外国語科目：2単位、GLA基礎科目：17単位、基礎教養科目：A群8単位、B群６単位、専門教養科
目：14単位、留学科目：16単位、演習科目：基礎演習3単位、講読演習6単位、研究演習８単位、自由
選択科目：１８単位のほか卒業研究：４単位を修得することが必要です。
２．履修登録単位数の上限：22単位（1年次後期、2年次前期・後期、３年次前期）、30単位（4年次前
期・後期）とします。※１年次前期は必修科目のみを履修
３．３年次後期留学：16単位
4．3年次への進級基準単位があります。

他大学での履修について
３年次の後期に提携する外国の大学（当面はニューヨーク州立大学〈SUNY〉を予定）に留学した際
に修得した単位について、最大16単位まで卒業要件単位として認定します。
その他、入学前及び在学中に他の大学及び大学設置基準等に定める教育施設で履修した授業科
目について、教育上有益と認められる場合は、学生からの申請を受けて講義内容を確認のうえ、単
位認定します（提携する外国の大学での修得単位と合計して30単位を上限とします）。

カリキュラムと科目について
・English for GLA Ⅰ〜Ⅴ（「Introduction to Global Issues 」「Media Literacy 」「Global 
Communication」「Peace Studies」「Sustainable Development Goals」）などの英語専門科目
を通して英語力を磨くだけではなく、批判的思考力、効果的なコミュニケーション･スキルを身につ
け、また他の学生との協働学習を通して諸問題への理解を深めながら学習を進めます。
・データ収集、整理、分析及び可視化に関する手法を身につけ、実際のデータを用いて統計学的に
分析するプロセスを学ぶ「データ･サイエンス概論」や、ビッグデータ解析の手法を身につけるととも
に、人工知能（AI）の働きに関する知識を習得する「ビッグデータ解析論」など、幅広い教養を身につ
けるため文系、理系の垣根を越えた科目を用意しています。条件を満たすと、「KUISデータサイエン
ス・AI基礎教育プログラム」を修了することができます。
・１年次から現地に飛び込み世界で起きていることを五感で感じ、自身の中で解決したいと考える
課題を明確にし、幅広い学びの中で本質を見抜く力と自分の専門分野を明確にします。ニューヨー
ク州立大学への留学を通して、さまざまな思考法を学び、自身で考える課題解決策を前進させ４年
間で身につけた知識や教養、問題意識、そのアプローチ方法を総動員して、自分のスタンスに基づ
く一つの解を導き出し、卒業研究としてまとめます。

想定される卒業後の進路
多文化共生が求められるグローバル時代において、本学の建学の理念を体現できる人材を育成
していきます。高度な外国語運用能力や多分野にわたる教養を身につけ、多角的な視点で物事を
捉えることができる次世代のリーダーを送り出します。外務省や国際機関、またメーカーやITベン
チャーなどグローバル企業での活躍が期待できます。
グローバル企業 、国家公務員（国際交流担当部門）、外務省専門職員、独立行政法人職員、国際機
関職員、NGO職員、マスコミ･出版、大学院進学などが想定されます。

科目郡名

学科
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Curriculum

自由選択科目

英語学概論
英国研究入門 Ⅰ・Ⅱ
米国研究入門 Ⅰ・Ⅱ
オセアニア研究入門 Ⅰ・Ⅱ
カナダ研究入門 Ⅰ・Ⅱ
現代英文法
英語音韻論
英語統語論 Ⅰ・Ⅱ
英語音声学
自然科学としての言語学入門
英語通訳法 Ⅰ・Ⅱ
世界の英語
社会言語学
第二言語習得研究
認知発達と英語教育
児童英語教育論
英国史概論 Ⅰ・Ⅱ
英国社会・文化論 Ⅰ・Ⅱ
英文学の歩み Ⅰ・Ⅱ
英連邦社会・文化論 Ⅰ・Ⅱ
米国史概論 Ⅰ・Ⅱ
米国社会論 Ⅰ・Ⅱ
米国文化論 Ⅰ・Ⅱ
米文学の歩み Ⅰ・Ⅱ
米国政治・外交論 Ⅰ・Ⅱ
米国経済論 Ⅰ・Ⅱ
Public Speaking
Approaches and Strategies in Learning English
Outline of English Phonetics
Japanese Language and Culture
Introduction to Language and Communication
Japanese Popular Culture Ⅰ・Ⅱ
The History of Modern Japan
Japanese Literature
International Relations: Japan in a Global Context
Japanese Politics
Debate
TESOL海外研究
Topics in British Studies Ⅰ・Ⅱ
History of the United States Ⅰ・Ⅱ
Topics in Oceanian Studies Ⅰ・Ⅱ
Topics in Canadian Studies Ⅰ・Ⅱ
Topics in American Studies Ⅰ・Ⅱ
Survey of American and English Literature
Themes in American and English Literature
Topics in Sociolinguistics
Issues in Second Language Acquisition
Issues in Applied Linguistics
Pedagogies in Oral Communication
英国文化実地研究
米国文化実地研究
オセアニア文化実地研究
カナダ文化実地研究
英語オーラルインタープリテーション
英語を歴史的に見る
日英翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
英日翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
国際共通語としての英語
日本語から英語を見る
英語意味論・語用論

英語語法研究
英語談話分析
英語会話分析
児童英語指導法（Reading & Writing）
児童英語指導法（Listening & Speaking）
外国語評価法
第二言語語用論
応用言語学
英文法指導研究
英語授業研究
英米法と社会 Ⅰ・Ⅱ
日米関係論 Ⅰ・Ⅱ
地域比較文化論 Ⅰ・Ⅱ
英文学と文化 Ⅰ・Ⅱ
米文学と文化 Ⅰ・Ⅱ
英語圏歴史・政治講読 Ⅰ・Ⅱ
ダイバーシティ研究 Ⅰ・Ⅱ
フィルム・スタディーズ Ⅰ・Ⅱ
アジア研究入門
中国社会事情 Ⅰ・Ⅱ
中国語学概論 Ⅰ・Ⅱ
中国思想概論 Ⅰ・Ⅱ
中国文化概論 Ⅰ・Ⅱ
中国文学概論 Ⅰ・Ⅱ
中国史概論 Ⅰ・Ⅱ
中国現代史 Ⅰ・Ⅱ
中国経済概論 Ⅰ・Ⅱ
中国政治外交概論 Ⅰ・Ⅱ
中国語文法論 Ⅰ・Ⅱ
中国語音韻論 Ⅰ・Ⅱ
中国語音声学 Ⅰ・Ⅱ
中国語学研究 Ⅰ・Ⅱ
広東語 Ⅰ・Ⅱ
福建語 Ⅰ・Ⅱ
ビジネス中国語 Ⅰ・Ⅱ
中国語映像翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
中国語通訳法 Ⅰ・Ⅱ
日中比較言語 Ⅰ・Ⅱ
中国文学史 Ⅰ・Ⅱ
日中関係論 Ⅰ・Ⅱ
中国現代文学研究 Ⅰ・Ⅱ
中国文化研究 Ⅰ・Ⅱ
中国社会研究 Ⅰ・Ⅱ
中国経済研究 Ⅰ・Ⅱ
中国政治外交研究 Ⅰ・Ⅱ
海外華人論 Ⅰ・Ⅱ
中国古典講読 Ⅰ・Ⅱ
中国文学研究 Ⅰ・Ⅱ
中国語翻訳法 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
中国語表現法 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
韓国文化概論 Ⅰ・Ⅱ
韓国史概論 Ⅰ・Ⅱ
韓国語学概論 Ⅰ・Ⅱ
韓国語文法論 Ⅰ・Ⅱ
日韓対照言語研究 Ⅰ・Ⅱ
韓国語社会言語学 Ⅰ・Ⅱ
韓国語史 Ⅰ・Ⅱ
日韓コミュニケーション研究 Ⅰ・Ⅱ
韓国語映像翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
日韓関係史 Ⅰ・Ⅱ

韓国の宗教・社会 Ⅰ・Ⅱ
韓国映像文化論 Ⅰ・Ⅱ
韓国文化特定研究 Ⅰ・Ⅱ
韓国政治論 Ⅰ・Ⅱ
韓国経済論 Ⅰ・Ⅱ
韓国経済特講 Ⅰ・Ⅱ
韓国社会経済概論 Ⅰ・Ⅱ
韓国企業研究 Ⅰ・Ⅱ
韓国近代史 Ⅰ・Ⅱ
韓国史特講 Ⅰ・Ⅱ
韓国現代文学研究 Ⅰ・Ⅱ
東南アジア研究入門 Ⅰ・Ⅱ
東南アジア地域研究 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
東南アジア宗教論 Ⅰ・Ⅱ
東南アジアの宗教と文化 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
東南アジアの芸術 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ
東南アジア言語概論 Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
東南アジア史 Ⅰ・Ⅱ
東南アジア社会論 Ⅰ・Ⅱ
東南アジア政治経済論 Ⅰ・Ⅱ
インドネシア研究入門
インドネシアの民族・地理
インドネシアの歴史
インドネシアの文化・芸術
インドネシアの宗教・社会
インドネシアの政治・経済 Ⅰ・Ⅱ
ベトナム研究入門
ベトナムの文化・芸術
ベトナムの民族・地理
ベトナムの歴史
ベトナムの宗教・社会
ベトナムの政治・経済 Ⅰ・Ⅱ
タイ研究入門
タイの文化・芸術
タイの民族・地理
タイの歴史
タイの宗教・社会
タイの政治・経済 Ⅰ・Ⅱ
Topics in Language and Culture

（東南アジア・イベロ）
イベロアメリカ研究入門
イベリア史概論 Ⅰ・Ⅱ
ラテンアメリカ史概論 Ⅰ・Ⅱ
スペイン文学史 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語学概論 Ⅰ・Ⅱ
西洋古典語概論 Ⅰ・Ⅱ（ラテン語）
西洋古典語概論 Ⅲ・Ⅳ（古典ギリシア語）
スペイン語音声学 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語の歴史と地理 Ⅰ・Ⅱ
日西語対照研究 Ⅰ・Ⅱ
現代スペイン文学 Ⅰ・Ⅱ
現代ラテンアメリカ文学 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
ポルトガル語学概論 Ⅰ・Ⅱ
ロマンス語学概論
ラテンアメリカ政治経済論 Ⅰ・Ⅱ
ブラジル研究入門
イベロアメリカの法と文化 Ⅰ・Ⅱ
現代イベリア研究 Ⅰ・Ⅱ
現代ラテンアメリカ研究 Ⅰ・Ⅱ

スペイン語圏マス・コミュニケーション論 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語スピーチ・コミュニケーション Ⅰ・Ⅱ
スペイン語通訳法 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語映像翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語学研究 Ⅰ・Ⅱ
スペイン語圏文学研究 Ⅰ・Ⅱ
商業スペイン語 Ⅰ・Ⅱ
メキシコ研究 Ⅰ・Ⅱ
スペイン美術史 Ⅰ・Ⅱ
スペイン文化研究 Ⅰ・Ⅱ
スペイン時事研究 Ⅰ・Ⅱ
ラテンアメリカ時事研究 Ⅰ・Ⅱ
ブラジルの歴史
ブラジルの民族・地理
ポルトガル語圏の世界 Ⅰ・Ⅱ
ポルトガル語学研究 Ⅰ・Ⅱ
ブラジルの文化・芸術
ブラジルの宗教・社会
ブラジルの政治・経済 Ⅰ・Ⅱ
ポルトガル語通訳・翻訳法 Ⅰ・Ⅱ
ポルトガル語圏総合研究 Ⅰ・Ⅱ
国際コミュニケーション入門
コミュニケーション論 Ⅰ・Ⅱ
Introduction to Japan Studies
異文化コミュニケーション論 Ⅰ・Ⅱ
非言語コミュニケーション論
日本語パブリック・スピーキング
多文化社会コミュニケーション論 Ⅰ・Ⅱ
多文化共生論 Ⅰ・Ⅱ
組織コミュニケーション論 Ⅰ・Ⅱ
ジャーナリズム論 Ⅰ・Ⅱ
デジタル・メディアと社会 Ⅰ・Ⅱ
コミュニケーション研究法 Ⅰ・Ⅱ
国際ビジネス・コミュニケーション論 Ⅰ・Ⅱ
国際関係論 Ⅰ・Ⅱ
国際関係史 Ⅰ・Ⅱ
日本語スモールグループ・コミュニケーション
日本語ディベート
対人コミュニケーション論
Leadership Communication Ⅰ・Ⅱ
メディアリテラシー
メディア文化論 Ⅰ・Ⅱ
メディア表現論 Ⅰ・Ⅱ
メディア・コミュニケーション表現 Ⅰ・Ⅱ
認知言語学入門 Ⅰ・Ⅱ
国際開発論 Ⅰ・Ⅱ
国際機構論 Ⅰ・Ⅱ
国際協力論 Ⅰ・Ⅱ
国際マーケティング論 Ⅰ・Ⅱ
国際社会論 Ⅰ・Ⅱ
国際経営論 Ⅰ・Ⅱ
グローバル化と社会 Ⅰ・Ⅱ
The History of Premodern Japan
Tourism and Local Cultures of Japan
日本倫理思想史 Ⅰ・Ⅱ
日本文学論 Ⅰ・Ⅱ
日本文化論 Ⅰ・Ⅱ
日本社会論 Ⅰ・Ⅱ
日本近代史
日本現代史
日本美術史 Ⅰ・Ⅱ
日本大衆文化論
民族・宗教問題研究
多様性とコミュニケーション Ⅰ・Ⅱ
コミュニケーション論特講 Ⅰ・Ⅱ
脳・心とコミュニケーション Ⅰ・Ⅱ
Media and Japanese Society
フィルム・スタディーズⅠ・Ⅱ

日本外交史
国際経済論 Ⅰ・Ⅱ
東アジア政治経済論 Ⅰ・Ⅱ
Women's Studies in Japan
企業研究 Ⅰ・Ⅱ
簿記会計 Ⅰ・Ⅱ
ビジネスリサーチ演習 Ⅰ・Ⅱ
キャリアデザイン Ⅱ（応用）
ビジネス・インターンシップ
経営戦略
商法概論 Ⅰ・Ⅱ
国際ビジネス法 Ⅰ・Ⅱ
企業財務 Ⅰ・Ⅱ
マーケティングリサーチ
アントレプレナーシップ論
企業行動論 Ⅰ・Ⅱ
児童英語教育実習
日本語学概論
日本語学 Ⅰ・Ⅱ
日本語表現法 Ⅰ・Ⅱ
日本語教育概論
日本語教授法
日本語教育実習
言語哲学 Ⅰ・Ⅱ
心理言語学
通訳・翻訳への招待
英語通訳法 Ⅲ・Ⅳ
英語映像翻訳法
通訳演習（a）（b）
翻訳演習（a）（b）
日中通訳法 Ⅰ・Ⅱ
日韓・韓日通訳法 Ⅰ・Ⅱ
デジタル・メディアとコミュニケーション Ⅰ・Ⅱ
ソフトウェアデザイン Ⅰ・Ⅱ
プログラミング Ⅰ・Ⅱ
ウェブデザイン Ⅰ・Ⅱ
グラフィックデザイン Ⅰ・Ⅱ
日本の宗教
日本近代思想史 Ⅰ・Ⅱ
比較思想 Ⅰ・Ⅱ
キリスト教文化論 Ⅰ・Ⅱ
イスラム文化論 Ⅰ・Ⅱ
日本芸能史 Ⅰ・Ⅱ
文化について考える
民族と文化 Ⅰ・Ⅱ
文化人類学概論 Ⅰ・Ⅱ
文化人類学研究 Ⅰ・Ⅱ
比較文学概論 Ⅰ・Ⅱ
文化心理学 Ⅰ・Ⅱ
健康科学論
スポーツ文化論 Ⅰ・Ⅱ
ジェンダー論
演劇「実技」 Ⅰ・Ⅱ
国際社会が見えてくる
国際法 Ⅰ・Ⅱ
民法概論 Ⅰ・Ⅱ
人権論
法と国際ビジネス
国際平和論 Ⅰ・Ⅱ
日本政治論
日本経済論
ヨーロッパ政治経済論 Ⅰ・Ⅱ
アフリカ研究入門 Ⅰ・Ⅱ
地域研究
社会調査法 Ⅰ・Ⅱ
環境科学 Ⅰ・Ⅱ
※開講科目は年度によって異なり、変更になる場合があります。

キャリアデザインⅡ（応用）
キャリア開発
ビジネス・インターンシップ
学習支援活動ボランティア
海外実地研修
日本語総合講座Ⅱ
日本語総合講座Ⅳ
日本語総合講座Ⅴ
日本語表現演習
検定試験
TOEFL ITP®480 演習
TOEFL ITP®500 演習
TOEIC®500 演習 
TOEIC®600 演習
TOEIC®700 演習
TOEIC®800 演習
TOEIC®900 演習
トライ・外国語 ※）
トライ・ことばと文化
外国語学習における
個別学習指導論

※）「トライ・外国語」は、英語を除く外国語（中国語、スペイン語、
韓国語、フランス語、ドイツ語、ロシア語、イタリア語、アラビア
語、ポルトガル語、ベトナム語、インドネシア語、タイ語など）に
ついて、言語と文化への入門的な役割をする科目です。
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